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2023 年度第１回食・消費者委員会を開催しました！ 
2023 年４月 19 日（水）に、2023 年度第 1 回食・消費者委員会をオンラインで開催しま

した。会員生協の委員及び事務局の９人が参加しました。2023

年度第１回食・消費者委員会では、昨年度末に提出した千葉

県及び千葉市の令和 5 年度食品衛生監視指導計画(案)に対す

る回答をもとに、意見交換をおこないました。また、2023年

度食・消費者委員会の活動計画についても検討しました。 

１．千葉県及び千葉市の令和５年度食品衛生監視指導計画について  

意見に対する自治体からの回答について、内容の確認をおこないました。事務局から計

画に大きな修正はないこと、提言したすべての意見に回答があったこと、特に千葉市から

は消費者への HACCP についての周知に関して「事業者の取り組み状況について事例を挙

げて消費者に伝えることについては、今後検討していく」といった前向きな回答が示され

てことなどを説明しました。 

またパルシステム千葉からは、千葉県へ最近見聞きするようになった昆虫食のアレル

ギーについて提言したとの説明がありました。「少しでも提言の件数を上げ、意思表示す

ることが大切という考えで、組合員理事から意見を集めて作成した」との説明でした。 

委員会としても、リスクコミュニケーションとして継続する必要性を再確認しました。 

２．2022年度の学習の振り返りと 2023年度の活動について            

2022年度食・消費者委員会活動の振り返った後、2023年度委員会(２回～５回)で取り

上げる学習テーマについて意見交換をおこないました。 

  ≪出された主な意見≫ 

  ・22 年度に学習した「みどりの食料システム」の学習は、県の取り組みの内容がわかっ

てよかった。私たちの活動に結びついていることに気が付いた。 

  ・県や国の施策など、活動の中で聞けない話を聴けること、委員以外の役職員も参加でき

たことが良かった。 

  ・成年年齢引き下げ後の今の若者の被害状況を知りたい。若者がバイト感覚で加害者に

なる事例も聞く。高齢化が進んでくると高齢者の被害が増加する。若者・高齢者に関す

る被害について学ぶこともよいのではないか。  

意見交換の後、年度内の日程及びテーマについて、下記の通り確認しました。 

第２回７月 27日 A.M. 最近の消費者被害、消費生活相談の DX 化、キャッシュレス、ネットショッピング 

第３回８月 25日（1日） 見学：成田空港検疫所、農業試験場、高秀牧場など 

第４回 9月〇日 P.M. 再生エネルギーの供給と価格について(電気料金の価格の仕組みなど) 

第５回 11月〇日 P.M. 食品表示の法改正後の動向(ゲノム編集食品の表示、オーガニックなど) 

第６回 2024年 2月 15日 A.M. 食品衛生監視指導計画に関する行政との懇談 

これらをもとに事務局が起案し、委員に確認の上で講師依頼など、準備を進めます。 


